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青少年・若者の社会意識及び活動に関する調査 

【概要版】 
令和元年１２月 茨城県 

本調査は，家庭，学校，地域などの各領域における青少年の意識や活動の実態と，青少年の保護

者の子育てに関する意識を明らかにし，親子関係の特徴や問題状況等を的確に把握するために実施

した。 

調査対象 調査方法 
配布数 

（票） 

回収数 

（票） 

回収率 

（％） 

小学生 
（５・６年生） 

母集団 50,000 人に対

し約 600 サンプル

（300/学年）を抽出 

地域バランスを考慮

して，小学校 10 校，

中学校 10 校，高校９

校を抽出後，対象校

で各学年任意の１ク

ラスを抽出して全員

に実施。各学校を通

じて調査票を配布・

回収 

650 635 97.7 

中学生 
（全学年） 

母集団 77,000 人に対

し約 900 サンプル

（300/学年）を抽出 

974 939 96.4 

高校生 
（全学年） 

母集団 77,000 人に対

し約 900 サンプル

（300/学年）を抽出 

996 949 95.3 

若者 
（18 歳～概ね 30
歳） 

公益社団法人茨城県青少年育成協会の賛助

会員（230 法人）を通じて該当年齢の対象者

へ調査票（493 部）を配布。郵送回収。 

493 357 72.0 

小学５年生～ 
高校３年生の 
保護者 

上記対象の学校の児童・生徒（小学生～高校

生）を通じて各保護者へ調査票を配布・回収

（各家庭に持ち帰り保護者が記入）。 

2,602 2,326 89.4 

調 査 項 目 

家庭・学校・地域における活動状況、社会環境への対応状況、意識・価値観 

（小学生 25 問、中学生 28 問、高校生 32 問、若者 25 問、保護者 20 問） 

調 査 時 期 

令和元年 8 月～9 月 

本書を読む際の留意点 

・ 単純集計グラフ中の「Ｎ＝○○」はサンプル数を表す。グラフ内数値や表の単位は，特に断り

のない限り「％」である。 

・ 単数回答の単純集計結果を表す本文グラフの中で，百分率の内訳数値は，四捨五入の結果，合

計が 100.0 にならない場合もある。 

・ 回答数の制限を超えて回答している場合（１つのみの選択で２つ印がついている等），すべて

の回答について有効とした。そのため，回答数が回答者数を超えている場合がある。 
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調査結果に見る，青少年の現状を表すトピックス 

  

家 

 

 

庭 

トピックス項目 概       要 

基本的な生活習慣

であるあいさつの

家庭内での実態 

○ 平成 26 年度と比較すると，「ありがとう」「ごめんなさい」を言え

る小学生が増加している。 

■図 あいさつや「ありがとう」「ごめんなさい」を言う小学生の割合と

経年比較 

 

家庭生活における

満足度 

（プラン指標項目） 

○  平成 26 年度と比較すると，全ての学校段階で家庭生活にとても

満足している子どもが増加している。 

■図 小学生の家庭生活満足度の経年比較 

 

■図 中学生の家庭生活満足度の経年比較 

 

■図 高校生の家庭生活満足度の経年比較 

 

70.0 

69.8 

78.7 

79.4 

61.5 

51.3 

46.4 

34.4 

17.7 

17.8 

12.5 

11.4 

26.9 

37.1 

29.4 

39.0 

7.3 

7.6 

5.1 

5.2 

8.7 

8.7 

17.9 

21.1 

3.8 

3.5 

3.0 

2.5 

1.7 

1.6 

4.7 

4.1 

1.3 

1.3 

0.8 

1.4 

1.3 

1.3 

1.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

おはよう

R1(N=634)

H26(N=630)

おやすみなさい

R1(N=633)

H26(N=632)

ありがとう

R1(N=633)

H26(N=630)

ごめんなさい

R1(N=633)

H26(N=630)

いつも言う ときどき言う あまり言わない まったく言わない 無回答

60.3 

55.8 

29.4 

35.2 

5.4 

5.8 

2.5 

1.3 

2.4 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=635)

H26(N=633)

とても満足 満足 あまり満足していない 満足していない 無回答

48.4 

38.6 

39.3 

47.2 

8.5 

10.6 

1.8 

3.1 

2.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=945)

H26(N=1016)

とても満足 満足 あまり満足していない 満足していない 無回答

34.7 

28.8 

49.6 

52.3 

10.5 

14.0 

4.1 

4.0 

1.1 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=945)

H26(N=1018)

とても満足 満足 あまり満足していない 満足していない 無回答
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家 

 

 

庭 

トピックス項目 概       要 

朝食摂取率の実態

と孤食についての

調査 

○ 小・中学生は平日の朝食を兄弟姉妹と一緒に食べる割合が高い。 

○ 中学生の３割は平日の朝食を一人で食べている。 

○ 平成 26 年度と比較すると，小学生・中学生ともに朝食を一人で食

べる割合が減少している。 

○ 高校生の朝食を食べる割合は，わずかに低下している。 

■図 小学生の，平日に一緒に朝食を食べる相手の経年比較 

 

■図 中学生の，平日に一緒に朝食を食べる相手の経年比較 

 

■図 高校生の，平日朝食を食べる割合の経年比較 

 

29.2 

52.3 

66.7 

2.7 

5.5 

0.6 

15.2 

1.3 

2.5 

26.8 

46.3 

66.2 

2.4 

5.4 

0.3 

20.5 

2.4 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

父親

母親

兄弟姉妹

祖父

祖母

その他の人

一人で食べる

朝食は食べない

無回答

R01(N=633)

H26(N=630)

(%)

22.8 

36.4 

52.3 

2.4 

3.8 

0.6 

30.8 

2.6 

2.3 

20.8 

36.4 

45.2 

3.0 

3.8 

0.4 

39.2 

2.9 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

父親

母親

兄弟姉妹

祖父

祖母

その他の人

一人で食べる

朝食は食べない

無回答

R01(N=945)

H26(N=1016)

(%)

82.9 

83.2 

6.7 

7.7 

6.6 

5.4 

3.2 

2.6 

0.7 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=946)

H26(N=1019)

食べる 食べることが多い 食べないことが多い 食べない 無回答
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学 

 

   

校 

トピックス項目 概       要 

学校生活で困難を

感じている内容の

把握 

○ 全ての学校段階で勉強に関する悩みが高く，学校段階の進行に従

い勉強に関して悩む割合も上昇している。 

○ 男女で比較するとほとんどの項目において，女子の方が悩みを抱

えている割合が高い。 

■図 学校生活で悩んでいること 

 

11.3 

14.7 

22.6 

12.8 

15.9 

5.8 

1.8 

8.9 

6.7 

1.5 

1.5 

9.2 

4.0 

44.6 

3.7 

22.4 

35.6 

39.0 

10.2 

18.8 

3.4 

1.7 

7.5 

6.2 

5.8 

2.6 

5.5 

3.4 

30.5 

1.7 

32.1 

35.7 

43.0 

11.0 

14.7 

1.2 

3.8 

6.4 

12.4 

4.4 

0.6 

1.2 

4.0 

23.3 

2.6 

15.8 

19.1 

22.7 

21.4 

20.4 

5.3 

2.0 

12.5 

8.2 

2.6 

2.6 

7.6 

4.3 

32.9 

3.9 

26.7 

41.9 

41.7 

25.6 

25.4 

1.7 

3.2 

17.8 

10.0 

8.1 

7.8 

6.1 

4.9 

20.1 

0.8 

35.9 

34.6 

53.2 

18.2 

18.0 

1.2 

4.6 

18.9 

14.5 

3.5 

2.1 

2.3 

4.8 

14.5 

0.7 

勉強がよくわからない

成績がなかなか上がらない

勉強へのやる気がでない

運動が苦手

嫌いな先生がいる

いじめがある

仲のよい友だちがいない

人に気をつかうのがつらい

学校の校則が厳しすぎる

部活動（クラブ活動）がつまらない

先輩が怖い

後輩が苦手

その他

特に困っていることや嫌なことはない

無回答

0 20 40 60

0204060

小学生男子

(N=327)

中学生男子

(N=469)

高校生男子

(N=502)

小学生女子

(N=304)

中学生女子

(N=472)

高校生女子

(N=434)

(%)
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学 

 

   

校 

トピックス項目 概       要 

何でも話せる友人

がいるかどうかの

把握 

○ 全ての学校段階で約６割は何でも話せる同性の友だちがいる。 

○ 全ての学校段階で約１割の子どもは何でも話せる友だちがいな

い。 

■図 何でも話せる友人の存在 

 

学校生活における

満足度 

○ 全ての学校段階で学校生活にはおおよそ８割の子どもが満足して

いる。 

○ 平成 26 年度と比較すると，全ての学校段階で学校生活にとても満

足している割合が上昇している。 

■図 小学生の学校生活満足度の経年比較 

 

■図 中学生の学校生活満足度の経年比較 

 

■図 高校生の学校生活満足度の経年比較 

 

60.8 

3.5 

21.5 

13.0 

1.3 

63.3 

1.8 

23.9 

10.6 

0.4 

59.6 

4.4 

21.4 

13.4 

1.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

何でも話せる同性の友だちが

いる

何でも話せる異性の友だちが

いる

何でも話せる同性と異性の友

だちがいる

何でも話せる友だちはいない

無回答

小学生(N=633)

中学生(N=945)

高校生(N=945)

(%)

37.0 

30.8 

45.5 

51.4 

12.7 

14.1 

3.0 

1.9 

1.7 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=637)

H26(N=630)

とても満足 満足 あまり満足していない 満足していない 無回答

35.3 

29.5 

46.8 

48.7 

12.4 

16.9 

3.9 

4.7 

1.5 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=948)

H26(N=1016)

とても満足 満足 あまり満足していない 満足していない 無回答

29.5 

26.8 

48.7 

49.9 

16.9 

16.1 

4.7 

6.0 

0.1 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=945)

H26(N=1018)

とても満足 満足 あまり満足していない 満足していない 無回答
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地 

 

 

域 

トピックス項目 概       要 

深夜外出する割合

と条例の認知度の

把握 

（プラン指標項目） 

○ 平成 26 年度と比較すると，高校生の深夜外出が減少している。 

○ 保護者の深夜外出を禁じる条例の認知度は８割程度。 

※ 茨城県青少年の健全育成等に関する条例では，保護者は青少年を

深夜（午後 11 時から翌日の午前４時まで）に外出させないよう

に努めなければなりません。 

■図 深夜外出をする高校生の有無の経年比較 

 

■図 子どもの深夜外出を禁じる条例の保護者認知度 

 

地域活動への関心

度の把握（小・中学

生） 

（プラン指標項目）

○ 学校以外の地域活動に参加している子どもは，地域のお祭りや行

事に参加している割合が高い。 

○ 平成 26 年度と比較すると，全く参加していない小・中学生が増加

している。 

■図 学校の行事以外で参加した地域活動（小・中学生） 

 

■図 まったく参加していない小中学生の経年比較 

 

12.8 

13.9 

86.8 

85.4 

0.4 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1(N=945)

H26(N=1018)

ある ない 無回答

78.9 

81.5 

83.6 

21.0 

18.1 

16.2 

0.2 

0.4 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生保護者(N=596)

中学生保護者(N=854)

高校生保護者(N=865)

知っている 知らなかった 無回答

51.8 

24.6 

5.5 

16.1 

9.3 

0.0 

1.7 

27.6 

1.1 

43.2 

19.0 

9.9 

25.5 

4.8 

0.4 

2.4 

35.4 

0.5 

46.6 

21.3 

8.2 

21.7 

6.6 

0.3 

2.2 

32.3 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60

地域のお祭りや行事（市民運動会・球技会・

クリスマス会・ひなん訓練など）

道路や公園などのゴミひろい

ボランティア活動

（老人ホーム訪問や募金活動など）

あいさつ・声かけ運動（近所のおじさんや

おばさんに積極的にあいさつすること）

公民館・児童館などでのもよおし

ジュニアリーダーや高校生会の活動

※中高生のみ選択

その他

まったく参加していない

無回答

小学生(N=633)

中学生(N=945)

小・中学生計(N=1578)

(%)

27.6 

35.4 

13.3 

33.5 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

小学生

中学生

R1 (N=1578)
H26 (N=1646)

(%)
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地 

 

 

域 

トピックス項目 概       要 

地域活動への関心

度の把握（高校生・

若者） 

○ 高校生と 18 歳以上の若者の７割ほどが地域活動を大事だと思っ

ている。 

○ 高校生，若者ともに現在地域活動へ参加している割合は２割程度 

○ 保護者は，子どもの地域活動への参加に対して肯定的な割合が高

く，「楽しく参加できるなら参加する」と考えている割合が最も高

い。 

■図 高校生・若者の地域活動への関心の経年比較 

 

■図 保護者の，青少年のための地域での活動についての考え 

 

21.0 

16.1 

17.8 

20.7 

50.1 

49.5 

48.9 

47.1 

1.1 

2.3 

4.0 

2.2 

22.5 

25.3 

25.6 

25.6 

4.1 

5.8 

3.8 

3.3 

1.3 

0.9 

0.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校生

R1(N=945)

H26(N=1022)

若者

R1(N=399)

H27(N=546)

大事なことだから，積極的に参加したいし，現在参加している

大事なことだけど，あまり参加したくない

大事なことだと思えない

わからない

自分には関係のないこと

無回答

34.2 

28.9 

57.1 

18.9 

34.3 

6.3 

1.8 

19.7 

4.3 

2.4 

15.8 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60

人と触れ合う大切な機会なので参加

協調性や自主性を育むため参加

楽しく参加できるなら参加する

活動のお手伝いはするべき

子どもたちと一緒に何かやってみたい

負担になるので参加させたくない

地域での活動より勉強を優先させたい

部活動や塾で忙しく参加できない

地域の人と付き合うのは難しい

参加させる必要性を感じない

どんな活動があるのか分からない

無回答
保護者（N=2326)

(%)
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イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト 

トピックス項目 概       要 

利用機器のフィ

ルタリングの設

定状況

○ インターネットへの接続機器は，小学生では「携帯ゲーム機」から，

中・高校生では「スマートフォンや携帯電話など」からの接続が多

い。 

○ 学校段階の進行に従い，フィルタリング設定率が低くなっている。 

■図 子どもが利用しているインターネット接続機器（保護者調査） 

 

■図 小・中・高校生のフィルタリング導入率（保護者調査） 

 

56.1

79.1

51.4 

13.1 

51.8 

13.9 

34.6 

79.0

67.3

49.6 

28.0 

44.9 

14.2 

45.8 

98.7

48.9

45.7 

31.5 

32.8 

8.1 

55.9 

80.0

63.1

48.4 

25.3 

42.0 

11.8 

46.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

スマートフォンや携帯電話など

携帯ゲーム機（ニンテンドー3DS，

PSvitaなど）

家庭用ゲーム機（Wii，PS4，Xboxな

ど）

携帯音楽プレーヤー（iPodやWalkman

など）

タブレット端末（iPadなど）

学習用タブレット端末

パソコン（デスクトップ型，ノート

型）

小学生保護者(N=596) 中学生保護者(N=853)

高校生保護者(N=865) 保護者全体（N=2326)

45.1 

60.8 

49.2 

16.7 

40.1 

61.4 

18.4 

65.9 

54.3 

35.5 

10.9 

36.7 

52.1 

20.7 

57.2 

34.4 

21.2 

8.1 

21.8 

25.7 

13.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

スマートフォンや携帯電話など

(小保N=335，中保N=678，高保N=856)

携帯ゲーム機

(小保N=472，中保N=576，高保N=425)

家庭用ゲーム機

(小保N=307，中保N=425，高保N=396)

携帯音楽プレーヤー

(小保N=78，中保N=239，高保N=273)

タブレット端末

(小保N=309，中保N=384，高保N=284)

学習用タブレット端末

(小保N=83，中保N=121，高保N=70)

パソコン

(小保N=206，中保N=392，高保N=486)

小学生保護者 中学生保護者 高校生保護者
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イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト 

トピックス項目 概       要 

インターネット

使用に関する家

族内でのルール 

 

○  保護者は子どものインターネットの利用に対し，料金やフィルタ

リングサービスの利用などのルールを決めていると考えているが，

子どもたちは自分の自由に使っていると考えている割合が高い。 

■図 子どものインターネット使用に関するルール 

 

■図 保護者のインターネット使用に関するルール 

 

23.9 

24.1 

18.9 

11.6 

28.6 

46.7 

38.1 

39.4 

18.5 

3.1 

2.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

フィルタリングサービスを利用すること

使う時間の長さについて

使ってはいけない時間帯

子ども部屋には持ち込まない

利用料金のこと

個人情報を伝えない

インターネットで知り合った人とは会わない

困ったことが起きたら，大人に相談する

ルールはない

その他

無回答

子ども(N=2523)

(%)

45.2 

35.4 

26.7 

22.3 

37.4 

61.3 

46.4 

59.1 

4.5 

4.1 

1.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

フィルタリングサービスを利用すること

使う時間の長さについて

使ってはいけない時間帯

子ども部屋には持ち込まない

利用料金のこと

個人情報を伝えない

インターネットで知り合った人とは会わない

困ったことが起きたら，大人に相談する

ルールはない

その他

無回答
保護者（N=2326)

(%)
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意 
 

識 
 

・ 
 

価 
 

値 
 

観 

トピックス項目 概       要 

青少年の自己肯

定感・自尊感情の

把握 

（プラン指標項目）

○ 自分自身をどのように感じているかについては，「自分はごく普通

の人間」とする割合が高い。 

○  平成 26 年度と比較すると，全ての学校段階で自己を肯定的に捉

えている割合が上昇している。 

■図 小学生が自分をどのように感じているかの経年比較 

 

■図 中学生が自分をどのように感じているかの経年比較 

 

■図 高校生が自分をどのように感じているかの経年比較 

 

23.9 

23.7 

46.4 

22.6 

22.6 

20.5 

56.4 

24.3 

24.8 

1.3 

19.5 

16.8 

39.2 

20.2 

19.2 

16.0 

64.4 

19.5 

22.5 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分は，人から好かれている

自分は，人から好かれていない

自分には，良いところがある

自分には，あまり良いところがない

自分は，色々なことができる人間である

自分は，あまり役に立たない人間である

自分は，ごく普通の人間である

自分が好きだ

自分があまり好きではない

無回答

R1(N=633)

H26(N=630)

(%)

21.1 

18.1 

41.8 

23.4 

20.2 

20.4 

60.3 

18.8 

30.5 

1.2 

13.9 

19.8 

28.2 

28.1 

12.6 

23.2 

67.1 

12.8 

31.5 

0.6 

0 20 40 60 80

自分は，人から好かれている

自分は，人から好かれていない

自分には，良いところがある

自分には，あまり良いところがない

自分は，色々なことができる人間である

自分は，あまり役に立たない人間である

自分は，ごく普通の人間である

自分が好きだ

自分があまり好きではない

無回答

R1(N=945)

H26(N=1016)

(%)

15.3 

18.1 

29.9 

28.0 

14.6 

20.7 

59.0 

14.7 

33.9 

1.9 

9.6 

18.5 

21.5 

26.0 

8.8 

20.7 

63.8 

9.7 

30.5 

1.8 

0 20 40 60 80

自分は，人から好かれている

自分は，人から好かれていない

自分には，良いところがある

自分には，あまり良いところがない

自分は，色々なことができる人間である

自分は，あまり役に立たない人間である

自分は，ごく普通の人間である

自分が好きだ

自分があまり好きではない

無回答

R1(N=945)

H26(N=1018)

(%)
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トピックス項目 概       要 

男女不平等に関する

調査 

○ 高校生の約６割は男女が平等でないと感じており，特に家事や職

場待遇，社会の慣習が平等ではないと考えている。 

■図 男女平等でないと感じることがある高校生 

 

■図 男女平等でないと感じること 

 

63.4 35.4 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生全体(N=945)

ある ない 無回答

34.3 

43.6 

25.2 

6.2 

17.4 

44.2 

9.0 

1.9 

50.4 

49.6 

12.8 

2.2 

23.0 

38.0 

4.0 

1.1 

0 20 40 60

家事（育児，介護，看護等を含む）

職場での待遇（賃金，職種，昇任，転勤，育児

休暇等）

部活動や生徒会活動など，学校での役割分担

町内会・自治会などの地域活動での役割分担

家族など身近な人の言動

社会一般の慣習・慣行など

その他

無回答

男(N=321)

女(N=274)

(%)
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意 

 

識 

 

・ 

 

価 

 

値 

 

観 

トピックス項目 概       要 

就職支援において重

要視する内容の把握 

○  就職支援として「求人情報の提供」が最も求められている。 

次いで「自分に向いている仕事を探す機会や適正診断」，「職場の

人とのコミュニケーションを学ぶ機会」となっている。 

○  就職支援について平成 27 年度と比較すると，「求人情報の提

供」や「職業訓練」を求める割合が低下し，「職場の人とのコミ

ュニケーションを学ぶ機会」や「自分に向いている仕事を探す機

会や適正診断」の割合が上昇している。 

○ 就職に関する考え方について，平成 27 年度と比較すると，仕事

より自身や家庭を大切にする傾向が見られる。 

■図 若者の就職支援として最も重要な内容の経年比較 

 

■図 若者の就職に関する考え方の経年比較 

 

 

25.5 

15.9 

14.5 

16.1 

20.3 

4.2 

2.8 

0.7 

30.8

16.0

17.5

13.6

16.2

6.8

2.4

1.3

0 10 20 30 40

求人情報の提供

企業での職場体験（インターンシップ）

職業に必要な知識・技術を身につける職業訓練

職場の人とのコミュニケーションを学ぶ機会

自分に向いている仕事を探す機会や適性診断

専門家による就職活動のアドバイス

その他

無回答

R1(N=428)

H27(N=543)

(%)

11.8 

14.9 

38.8 

24.7 

25.4 

32.0 

6.8 

51.1 

0.8 

6.1

8.1

51.9

30.6

29.1

29.8

7.4

31.9

1.3

0 10 20 30 40 50 60

やりたいことがないなら，無理に就職する

ことはない

やりがいのある仕事が見つかるまで妥協せ

ずに探す

最終的には，定職に就くべきである

安易に転職せず，一つの職場で働き続けた

方がよい

やりたい仕事なら，収入や社会的地位にこ

だわらない

努力次第で地位や収入が得られる仕事（職

場）がよい

収入が少なくても，働く時間が短い仕事

（職場）がよい

生活を犠牲にしてまで，仕事に打ち込むつ

もりはない

無回答

R1(N=397)

H27(N=543)

(%)
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識 

 

・ 

 

価 

 

値 

 

観 

トピックス項目 概       要 

現代社会に見られる

子どもの風潮につい

て，保護者がどう思う

かの把握 

○ 平成 26 年度と比較すると，家族や家の人から離れることや髪の

毛を染めることなど複数の項目で肯定的な回答をする割合が上

昇している。 

○ 気に入らない友だちをいじめたり仲間外れにすることやインタ

ーネットで知り合った人と二人きりで会うことは否定的な意見

が大勢を占めており，目立った変化も見られない。 

 

■図 子どもの行動についてどう思うかの経年比較 

 

7.5 

5.3 

8.3 

6.0 

0.0 

0.2 

4.2 

3.6 

0.1 

0.4 

33.3 

27.2 

23.6 

17.9 

0.7 

1.3 

51.5 

45.6 

3.3 

3.3 

57.6 

66.3 

66.6 

74.9 

97.7 

97.5 

41.7 

48.1 

94.9 

95.3 

1.5 

1.2 

1.5 

1.1 

1.5 

1.0 

2.6 

2.8 

1.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

髪の毛を染めること

R1(N=2327)

H26(N=2471)

ピアスをすること

R1(N=2327)

H26(N=2472)

気に入らない友だちをいじめたり仲間はずれに

したりすること

R1(N=2326)

H26(N=2471)

家族や家の人から離れること

R1(N=2326)

H26(N=2471)

インターネットで知り合った人と二人きりで会

うこと

R1(N=2326)

H26(N=2471)

認める 場合によっては認める 認めない 無回答


